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企業訪問

　また、「福島カラーセンター」では、大手塗料
メーカーからの注文により、数種類の原色塗料を
調色して多様な色彩の塗料を加工製造し、納品す
るとともに、当社ユーザーへ販売もしています。

●御社の技術力についてお聞かせ下さい
　当社は、塗装分野では建築塗装技能士・金属塗
装技能士や調色技能士など、建設分野では建築施
工管理技士・土木施工管理技士など、有資格取

得者がのべ180人を超えるスペシャリスト集団で
す。当社では、お客様に提供する技術水準の「見
える化」を図り、お客様からの信頼を勝ち取るた
め、事業領域に関わる資格取得を奨励していま
す。そのため、社内で資格取得の勉強会を開催し
たり、社外セミナーに参加させたりするなど、資
格取得に対する社内のバックアップ体制も整備し
ています。また、2003年に ISO9001認証、2005年
に ISO14001認証をそれぞれ取得しており、塗装
工事や交通安全施設工事の設計・施工、塗料・塗
料に関わる化学薬品・設備機器の販売とアフター
サービスにおける品質管理と環境マネジメントシス
テムでは、国からのお墨付きをいただいています。

●御社の職場環境づくりについてお聞かせ
　下さい
　当社は、「福島県次世代育成支援企業認証制度」
において、2012年に「仕事と生活の調和」、2013
年に「子育て応援」それぞれの認定を受けていま
す。したがいまして、当社では仕事と家庭の両立
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企業訪問

支援およびパート労働者の公正な処遇、男女共同
参画、子育て支援に着目し、ワークライフバラン
スを図るとともに、正規・非正規や男性・女性に
関係なく、全社員が最大限に能力を発揮できる
快適な職場環境づくりを実現しています。また、
2012年に「安全衛生推進協議会」を設立し、年に
数回の安全パトロールを実施するなどして、災害
を未然に防止し、安心・安全な職場づくりにも取
り組んでいます。

●御社の震災による影響についてお聞かせ
　下さい
　当社では、震災による設備の損壊など、大きな
物損はありませんでしたが、浜通りの取引先が減
少するなどの影響を受けました。しかしながら、
震災により本社と各支店間の連携が強化されたこ
とに加え、社員の一体感が高まり、震災直後の最
悪期を脱することができました。そして現在では、
県内の除染工事で使う高圧洗浄機の販売やサービ
ス支援にも取り組み、復興特需を取り込んでいる
ことなどから、売上高は震災前の水準を上回って
います。また、震災後の県内企業では人手不足が
深刻な問題となっていますが、当社では、毎年一
定数の新規採用を確保することができ、マンパ
ワーの低下は全くありませんでした。

●最後に、今後の展望についてお聞かせ
　下さい
　現在の建設業界では、復興特需により業況の良
い企業が震災前と比較して増えています。しかし、
復興特需はいずれ終わるものとみられ、建設業の
好業績にも歯止めがかかり、塗装を担う当社でも
少なからず、その影響を受けるものと考えており
ます。但し、既存の建築物における改修や塗装工
事といった定期的なメンテナンス工事については、
建築物の老朽化を背景に、今後も安定した受注量
を確保できるものと見込んでいます。
　また、塗装もただ塗るだけでなく、「抗菌塗料」
や「遮熱塗料」などの新製品開発も進んでおり、

当社で取り扱っている虫よけ塗料「アレスムシヨ
ケクリーン」は「2015年日経優秀製品・サービス
賞」の「最優秀賞・日経産業新聞賞」を受賞する
など、新たな需要の喚起に結びつくものと期待し
ています。
　当社は今年で創業70周年を迎えましたが、これ
は社員に恵まれ、多くのお客様や先輩、メーカー
に支えられて成し遂げることができたものと考え、
皆さんに感謝しながら、自信と誇りを持って今後
も企業の存続を目指します。

【インタビューを終えて】

　社長のお話から初めに感じた当社の印象は、
70年の歴史により醸成された企業文化と強固な
販売網を礎としながらも、ワークライフバラン
スなど時流に敏感で、環境変化に対応しようと
する柔軟性です。また、２代目社長のお母様の
背丈に合わせて作った商品棚を当社の原点とし
て、今でも使用しているとの話を伺い、ファミ
リー企業ならではの温かさを感じました。
　今回の取材により、当社は、圧倒的なブラン
ド力と大手メーカーからの安定した受注体制に
加え、確固たる技術を持った人材と柔軟な発想
を尊ぶ社風から、今後も県内の塗料業界を牽引
し続けていくものと確信しました。
 （担当：和田賢一）


